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ママ！！
もれちゃうョ

段差がないので
「助かる！」

大勢の人が使えて
「よかった！！」

　　運搬：
1ヶづつ11ヶ

　　保管場所：
学校の空き教室
　　　空き地

段差があっ
て使えない

汚つたねー，
　　使えねーや

コラーッ！！

　トイレは
　　どこ？

200○年×月△日
　大地震「発生」
　　　M　8.5
トイレの使用「不可」
家屋焼失による避難

通常は，「自転車」，「ベ
ンチ」等人力移動が可
能なもの

便槽内に
「便器，扉，仕切
り板」等を格納

避難所へ
急げ！！

一度に

　１1ヶ





外観（未使用時） 厚み12ｃｍ　平面　人工芝被覆 0.90＊0.90＊1.80 マンホール蓋 梱包保管 梱包保管

外観　（使用時） 7.00＊1.96＊1.83（内寸） 同 0.90＊0.90＊1.80（囲い寸法） 0.90＊0.90＊1.80 不明

便槽寸法 6.80＊1.75＊1.80（任意） 0.80＊0.80＊0.30 下水道本管 0.80＊0.80＊0.30（テント地袋） 不明

便槽容量 23.8ｍ3 （出入り口含む） 2.11ｍ3（11ヶ分） 無限 ※　2 1.9ｍ3（9ヶ分） 不明

便槽構造 コンクリート製 ポリプロピレン ヒューム管 テント地 段ボール

便槽：他の目的使用 「可」　備蓄倉庫 「不可」 下水 「不可」 「不可」

床：亜鉛メッキ：Ｌ型鋼＋縞鋼板 鋳鉄製蓋

壁・扉：アルミ枠＋ポリカーボ 囲い：テント地

便器数 和8，洋1，小2　計 11／ﾕﾆｯﾄ 11ヶ（ＱＢに換算） 9ヶ（ＱＢに換算） 11ヶ（ＱＢに換算） 11ヶ（ＱＢに換算）

使用人数（3ℓ／人・日） 7930人 704人 無限（但し損傷ない場合） ？　8000人（公称） ※　4 不明

部屋寸法（Ｈ＝1.80） 和1.10＊0.93　洋1.86＊1.80 0.90＊0.90 0.90＊0.90 0.90＊0.90 不明

上部使用 「可」（駐輪場，ベンチ，プランター） 「不可」 「可」（駐車場） 「不可」 「不可」

汎用性 「なし」 「あり」 「なし」 「あり」 「あり」

融通性 「なし」 「あり」 「なし」 「あり」 「あり」

保管 不要（部材は地下倉庫に収納） 空き地，空き教室 ※　1 倉庫 倉庫 倉庫

組み立て時間 熟練者不要　3人で1時間 不要 蓋交換，テント張り1時間？ 不明（11ヶなら2時間？） 不要

工具の有無 不要 不要 テント張りに要？ テント張りに要？ 不要

運搬時間 不要 人数、距離，道路状況による 人数、距離，道路状況による 人数、距離，道路状況による 不明

非健常者の使用 「可」　（段差がない） 「不可」（スロープがあれば可） 「可」（テントの大きさによる） 「一部可」 「可」

排泄物処理方法 バキュームカー バキュームカー 放流 ※　3 放流 ※　5 集積所へ搬出,  焼却 ※　6

敷地面積 20㎡ 10㎡ 10㎡ 10㎡ 不明

（便槽容量と比較）

衛生状況 大量に貯留可につき「良」 便槽が小さい「使用不可」 下水管に損傷なければ「最良」 下水管に損傷なければ「良」 固化物の処理状況による

費用 下部便槽工事含む　700～750万 便槽容量分をそろえる。100ヶ 土木工事（深さ等の条件による） ※5がなければ一番安価 一つの固化剤で何人の使用可か

最終処分方法(処理地) バキュームカー、（下水処理場） バキュームカー、（下水処理場） 直接放流（損傷あり：不可） 下水道（不可：U型溝,土壌浸透） 焼却（不可：埋め立て,海洋投棄?）

女性への配慮 てんこ盛りにならない，垂れ幕 てんこ盛り, テント影写、道路：勇気がいる 影写り 集積所までの運搬に抵抗有　※

※　1 保管については，「劣化，いたずら」等を考慮する必要有り。保管料（通年）及び買え替え費用等の発生を見込む必要あり。その他についても保管場所,保管料が必要。

※　2 以下の問題がなければ「下水道管は巨大な便槽」である。

※　3 下水道管の損傷，液状化現象による「マンホールのせり上り」等があれば，その上流域においては放流＝トイレの使用」は不可。中継ポンプ場，汚水処理場においてはなお深刻。

下水道管の復旧は,長期にわたるものであり,流下は一方通行であることから,他のルートへの切り替えはできない。この場合が一番深刻である。

無理に放流すれば,破損箇所から「汚物」が地下浸透し,土壌汚染が起きる。また,復旧作業において,汚染土壌処理費用が莫大なものになる可能性あり。

※　4 クラッシャーで,糞尿を懸濁したものを,滅菌後放流する。下水道に問題がなければこの人数はメーカーの通りかもしれない。

※　5 下水道に問題がある場合は,「側溝,地下浸透」という選択肢もあるようだが,「色のついた懸濁液」を流すのはどうか。　最悪時を想定したときとはいえ,平時にこれを計画することはいかがかと思う。

※　6 固化したものを「集積所」へ持ち出すのは衛生上好ましい。しかし,集積所は避難所から遠くに指定されるので,搬出時に「不心得者」が途中で放り出さないないとも限らない。

集積所の管理を徹底しないと,不衛生な状況が出現する。カラスやネズミによる食い散らかしがあれば,伝染病という2次災害の発生が子供のいたずら

固化したものは,「体積がかなり増量」する。また上記理由で破れた糞尿の袋を収集する人の感情も考慮に入れるべき。

※ 最終処分については,大いに問題あり。この点まで突っ込んだ議論がなされなければ本当の解決とはいえない。
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5.ポータブルトイレ

緊 急 用 ト イ レ の 比 較 表

4.撹拌式トイレ1.折りたたみ式トイレ 2.プレハブトイレ 3.下水道・マンホール式




